
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

豊中市家庭教育支援チーム 

（呼称：こども・教育総合相談窓口） 

 

②活動拠点 豊中市庄内コラボセンター「ショコラ」 

③活動範囲 豊中市内全域 

④組織体制 
  23 人 

保育教諭・臨床心理士・精神保健福祉士・校長 OB・警察 OB 等 

⑤活動開始年度 令和５年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

庄内コラボセンター「ショコラ」 こども・教育総合相談窓口 

（TEL）06-6398-9211  （E-mail）kyosoudan@city.toyonaka.osaka.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

その他（個別の支援が必要な家庭への対応） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

・保護者への学びの場の提供 

→保護者に対する不登校等に関する学習機会の提供や情報提供、相談

支援等 

・アウトリーチ型家庭教育支援 



→自宅を訪問した相談支援、園・学校等を訪問したチームに関する情報

提供等 

・個別の支援が必要な家庭への対応 

→特に支援が必要な家庭に対し、地域から孤立しないよう、専門人材を

活用し、個々の状況に寄り添いながら、相談対応や情報提供を実施 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・不登校である児童生徒の保護者を対象とした講演会を開催 

・就学前の約 300 人の子ども、約 200 世帯の子育て家庭を支援し、就学後

も一貫した家庭教育支援を実施 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

文部科学省補助事業（事業名： 学校・家庭・地域連携協力推進事業 ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                            ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


